
                           
 

平成１９年度 人権教育推進計画 
はじめに                    学習基本育成課 人権道徳指導 
本校では、「誰もが」「安心して」「豊かに」過ごせる学校であるために、生徒一人ひとりに目を向け、そ

れぞれの課題を明らかにしながら、解決に向けた支援の仕方や学習・生活のあり方を適切に助言できるよ

う、教職員が研究・実践に取組んでいる。 
これからも学校生活のあらゆる場面を、自らの人権感覚を磨く機会ととらえ、常に人権意識を持って教

育に携わることが重要である。 
 

１．もえぎ野中学校人権教育目標 
 学校教育目標を基盤として 
自立 人としての行き方を学び、自ら進んで、安心して豊かに過ごせる学校づくりの一員となる生徒を

育てる 
磨く 学校生活のあらゆる場面を人権感覚を磨く機会とする 
共生 互いの人権を尊重し、人の思いや願いのわかる心豊かな生徒を育てる 
 
２．本年度のテーマ 
「誰もが」「安心して」「豊かに」過ごせる学校の視点に立って 
  いろいろなちがいを認め合い、相手の立場や思いを尊重できる心を育てながら、共によりよく生きよ

うとする意欲を高める 
 
３．テーマについて 
昨年度の本校の人権学習のテーマを継続課題として、「違いを認め合う」ことは、自らを律しつつ相手と

協調することであることを理解させると共に、生命を大切に思うことが、共によりよく生きようとする「生

きる力」を育てる原点であることを語り続けたい。 
 
４．テーマの具現化に向けて 

① 人権学習 年２回  
② 人権にかかわる道徳の学習(道徳年間指導計画参照) 
③ 集会での話(世界人権月間の期間中を予定) 
④ 職員人権教育研修会 年 2 回 ８月・2 月 
⑤ 人権作文の募集 
⑥ 各人権研修会への積極的参加 



５．年間計画 
主な内容 

学期 月 
主に生徒にかかわること 主に職員にかかわること 

４月 

・ 学級目標を決めるときに人権に配

慮した内容を考える 
・ 人権関連道徳 

「心をそだてる」 
 

・ 人権教育推進委員会の発足 
・ 学校人権目標の確認と検討 
・ 年間計画の検討と作成 
・ 学級生徒の課題検討 

５月 

・ 人権関連道徳 
 「いじめのない学校づくり」を行事を

通して考える 
 

・ 一人ひとりの生徒の課題への取り組み 
・ 学年会での検討 

６月 
・ 第１回人権学習 

日時未定  各学年毎 
 

・ 人権学習についての検討と授業の実践 
・ 人権学習実施後の課題検討 

７月 
・人権作文の投げかけ 

身近な問題や新聞等のメディアに

よる情報で考えたことを表す。 

・ 人権作文指導 
 

夏季 

・ 人権作文 
・ ボランティア活動への参加 

・ 夏季人権教育学習会、講演会、研修会映

画会等への積極的参加 
  職員人権教育研修会 No.１   （日時

未定８月末） 

前
期 

９月 ・ 人権関連道徳 
 友情・信頼 

・ 前期の振り返り 

１０月 ・ 文化祭での発表(人権尊重の視点に

立って考える) 
・ 文化祭での発表内容を検討する 
 

１１月 ・ 人権週間に向けてのよびかけ 
「生命の大切さと生きる喜び」 

・ 人権啓発学習への取り組み 

１２月 ・ 第２回人権学習 
講演または映画鑑賞 

・ 朝会での話 
・ 「人権について」 

１月 ・ 人権関連道徳 ・ 生徒一人ひとりの課題を見直す 

2 月 ・ 共生できる社会・学校を作ろう ・ 職員人権教育研修会 Nｏ．2 
・ 生徒一人ひとりの課題と取組みのまとめ

後
期 

3 月 
・ 人権関連道徳・学活 

「この１年で学んだ人権学習のま

とめをしよう」 

・ 本年度の人権教育のまとめ 
・ 来年度に向けての課題 

 
６．組織 
 
          
 
     
       
       
           
 
   
                       
           

職員会議 校長・副校長 

特別支援教育推進委員会 

指導育成部 学習基本育成課 人権道徳指導 
 教育課程 
 職員研修会 
人権学習 
人権作文 
人権講演会 
 

 
 
 
 
 
 
 



７．もえぎ野中学校   人権教育推進のための全体構造 
 

学校教育目標 
自立・磨く・共生 

学校人権教育目標 
自立 人としての行き方を学び、自ら進んで、安心して豊かに過ごせる学校づくりの一員とな

る生徒を育てる 
磨く 学校生活のあらゆる場面を人権感覚を磨く機会とする 
共生 互いの人権を尊重し、人の思いや願いのわかる心豊かな生徒を育てる 
 

各学年人権教育の視点 
１学年  お互いを認め合いおもいやりの心を育む活動場面作りを進

める。 
２学年  お互いを尊重し、理解する心を育て、豊かな教育活動に取組

ませる。 
３学年  生命の尊重や人権の尊重を踏まえて、相互理解の中で豊かな

心を育む教育活動を目指す。 

各学級人権教育目標 

各教科の人権教育目標 
教科の学習を通して、人間尊重の精神を基盤として相互理解と協調の精神を育てる。 

道徳 
生徒の内面的な人間としての行き方の自覚を、人権尊重の精神へと高める。 

特別活動 
相手の立場を尊重し、自主的、集団的および創造的活動を重視し、生きる意欲を高め豊かな人間関

係を育てる。 


